
6月13日（木）・14日（金）・15日（土） ３日間会 期

時 間 10:00～17:00 （最終日は16:00まで）
会 場 名古屋国際会議場

みる・はかる・未来へつなぐ科学機器展 東海サイエンスパーク2024

６月13日（木）
131／132 会議室　定員80名 141／142 会議室　定員160名

10:30

〜   
11:05

英弘精機（株）� A-1

粒子分散性に関する物性評価装置のご紹介
分散系材料において、分散・安定性を評価することは製品の歩留まりを向上
させるうえで非常に重要です。濃厚系材料を希釈せずに分散・安定性を評価
する手法をご紹介します。

―
東海サイエンスパーク2024
（第26回 最新科学機器展・計量計測総合展）

みる・はかる・未来へつなぐ
科学機器展

11:25

〜   
12:00

（株）Co-LABO MAKER
×アズワン（株）� A-2

研究リソースシェアリングプラットフォーム
利用者は、提供者が持つ設備や人材・技術を活用し、研究開発をスグに低
コストで進めることができます。提供者は、資金獲得・連携先獲得・研究成果
獲得の機会を得られます。

11:15

〜   
12:05

（株）島津製作所� B-1

赤外/ラマン分光法の基礎と異物・不良解析への応用
異物や不良の解析手法でお困りではないですか？  
最新情報を交えながら、赤外分光法とラマン分光法の基礎と異物・不良解析
への応用について、ご紹介します。

13:00

〜   
13:35

エスペック（株）� A-3

動的気象環境を再現する全天候型試験ラボ
神戸R&Dセンターに地球上の様々な動的気象環境を再現する世界初の「全
天候型試験ラボ」を2021年にオープン。本発表では仕様や評価方法、評価
事例を紹介します。

13:00

〜   
13:50

（株）島津製作所� B-2

PFAS規制の最新動向と分析ノウハウのご紹介
PFAS規制の最新動向や分析ノウハウについて、分かりやすく解説し、みな
さまのPFAS分析最初の一歩を応援します。

14:00

〜   
14:35

（株）島津テクノリサーチ� A-4

画像相関法を用いた材料試験のひずみ解析
引張試験において材料に生じる“ひずみ”を画像相関法によって解析した事例
の紹介。当社保有の高速度ビデオカメラや３D-DICなどの最新機器も紹介し
ます。

14:15

〜   
15:05

（株）堀場製作所� B-3

今さら聞けない！「正しいpH測定」
信頼性の高いpH計測をしていただくために、測定原理から適切な使い方、
メンテナンス方法まで、わかりやすくご紹介します。

15:15

〜   
15:50

（株）三弘� A-5

その瞬間を観察できる！小型引張圧縮試験機
ミクロ領域のその場観察を簡単に実現できる＝『結果を見る』から『経過を
観察へ』
試験中に顕微鏡や分析装置等の観察手法と組合せた事例を多数ご紹介し
ます。

15:30

〜   
16:20

（株）堀場製作所� B-4

電池材料開発における分析事例紹介
二次電池、燃料電池、水電解において鍵となる高機能性材料の開発に貢献する
表面分析・構造分析・元素分析といった HORIBAの「はかる」技術と分析
事例をご紹介します。

６月14日（金）
131／132 会議室　定員80名 141／142 会議室　定員160名

10:30

〜   
11:05

エスペック（株）� C-1

車載バッテリー安全性試験の動向
常滑市に新設する試験所のご紹介とともに2023年に改定されたUN 
ECE-R100における 「Thermal propagation」など、近年注目されている
車載バッテリー評価についてご紹介いたします。

―
東海サイエンスパーク2024
（第26回 最新科学機器展・計量計測総合展）

みる・はかる・未来へつなぐ
科学機器展

11:25

〜   
12:00

日本分光（株）� C-2

赤外・ラマンのマルチテクニック一挙紹介！
FTIR・ラマン分析を組み合わせた基礎から実践的な分析ノウハウを一挙に
紹介します。さらに分析のプロが使用しているサンプリングから解析までの
ポイントを解説します。

11:15

〜   
12:05

（株）堀場製作所� D-1

カーボンニュートラルに“はかる”で貢献
これまで培ってきた材料分析・ガス計測技術とエンジニアリング力を活かし、
CCUS、燃料電池、各種代替燃料等、脱炭素社会実現に貢献する計測ソリュー
ションをご紹介します。

13:00

〜   
13:35

（株）島津製作所� C-3

LCMSを用いた製品中PFASの分析
PFASは残留性や生体への蓄積性が明らかになり、規制が進められています。
LCMSを用いた製品中のPFAS分析について、実例を交えてご紹介致します。

13:00

〜   
13:50

（株）堀場製作所� D-2

基本も応用も、粒度分析の今が50分でわかる
材料の基本単位である粒子に関して、様々な分析手法やその結果の特徴など
をお話しします。その上で、実材料の測定事例や工場での分析自動化などの
応用事例をご紹介します。

14:00

〜   
14:35

（株）日立ハイテク� C-4

MIを材料開発に！開発の加速を支援
Materials Informatics(MI)は過去の実験データから次の実験候補を計算
する技術で、材料開発の効率化が期待できます。本講演では、MIサービスの
概要、実験自動化についてご紹介します。

14:15

〜   
15:05

東亜ディーケーケー（株）� D-3

高機能自動滴定装置の紹介
自動滴定装置の基礎と応用についてご紹介。ターンテーブル、自動サンプリ
ング装置といった多検体測定システムで多様な用途・省力化を実現。

15:15

〜   
15:50

（株）リガク� C-5

X線CTによる試料内部構造の非破壊観察
X線CTは試料内部を非破壊で3次元観察でき、更に解析ソフトによる内部の
構造や状態の定量評価が可能です。電池、樹脂、電子部品等の各種CT撮影
事例をご紹介します。

15:30

〜   
16:20

（株）島津製作所� D-4

GX実現に貢献する各種分析事例のご紹介
当社はカーボンニュートラル社会の実現に向けて、様々な分析・試験ソリュー
ションをご提案しています。実例を交えて、取り組みを紹介します。

発表分野　 ：医・食品　　 ：ロボット　　 ：化学　　 ：航空機　　 ：自動車　　 ：その他
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カスタム
興研
ELGA
METONE
LITHOZ
Co-LABO MAKER

Ｅｓ１

伊勢久
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極低温であるマイナス196度を実現できる液体窒素を用い、
各種実験をショー（演示）形式（一部体験形式）で実施します。
具体的には、ものを凍らせるという視点から、花、葉、バナナ、
ゴム、スーパーボール、ゴムボール、歯磨き粉などを液体窒
素の中に入れて変化を確認します。また、状態変化という視
点から、風船、ペットボトル、空き缶などを入れたり、気体の
酸素や二酸化炭素で満たした風船を液体窒素に入れたりする
実験を行います。

♦この活動では、団体広報や子どもゆめ基金への報告のために写真撮影を行います。撮影した写真や映像等は、
広報用にHPやSNS、刊行物等に掲載することがあります。
なお、子どもゆめ基金への報告用に提出した個人情報（写真）は、「(独)国立青少年教育振興機構が保有す
る個人情報の適切な管理に関する規定」に基づき、子どもゆめ基金助成業務以外の目的には使用されません。

科学ショーステージ
マイナス196度の
液体窒素の
不思議な世界

「子どもゆめ基金助成活動」

※各回定員30名程度

スタンプラリー 出展者のブースを
まわって スタンプを５つ集めよう！

５つ集めたら抽選で素敵なプレゼントが当たるチャンス！！ 愛知教育大学訪問科学実験わくわくは、小・中学校をはじめとする地域か
らの依頼を受けて先方に出向き、子供たちと理科・科学実験を楽しむ学
生主体の自主的活動サークルです。訪問科学実験の活動は20年以上の
歴史を有しており、大学の強力なバックアップのもとで、AUE（愛知教育
大学の略称：エーユーイー）パートナーシップ団体（大学への貢献度が高
い団体）にも認定されており、地域貢献に資する諸活動を実施しています。

「訪問科学実験わくわく」のご紹介

■オリジナルプラバン
お弁当などで目にする透明のフタは、もともとはプラス
チック素材のまっすぐな板のようなものからできています。
プラスチックの素材には熱を加えると柔らかくなり形を変
えることのできる熱可塑性という性質があります。これを利
用して好きな絵を描いたオリジナルのキーホルダーを作製し、
プラスチックの特徴について理解を深めることができます。

工作体験ステージ

■りかがくはっけんほうこくしょ
実際に工作体験で作ったものを使ってさらに「はかる」体験ができます。マップに印のあるブー
スに行って専門の機械で計測などに挑戦し、気が付いたことを書いて自分だけの「ほうこく
しょ」を作成することができます。この「ほうこくしょ」を見せると抽選で素敵なプレゼント
が当たります。

����

※各作品300名程度まで。
　材料がなくなり次第終了

随時開催開催スケジュール

みるはかツアー
「はかる」専門家によるブース巡覧ツ
アーを開催します。各ブースの見どころ
を分かりやすく解説、また理化学機器の
実演の様子もご覧いただけます。

���� 開催スケジュール

10：30～15：00（最終受付14：30）受付でツアー
の参加時間を決めて集合していただきます。

 ※各ツアー定員5名
合計120名

1回目：10：30～11：10
2回目：11：30～12：10
3回目：13：10～13：50

4回目：14：10～14：50
5回目：15：10～15：50

事前登録不要
主  催： 東海科学機器協会
後  援： 名古屋市教育委員会
協  力： 中部科学技術センター、愛知教育大学、
 （一社）愛知県計量連合会

■スーパーボールロケット
スーパーボールの素材であるゴムには、元に戻ろうとする
性質があります。その性質を利用して高く飛ぶロケットを
作製します。ボールの跳ね返ろうとする力がロケットの高
さにどのような影響を及ぼすのか、より高く飛ばすにはど
うすればよいかなど、身近なアイテムでちからの仕組みを
学ぶことができます。

ツアー終了後には
素敵なプレゼントが当たる抽選券をお渡しします。
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